
申請者 茨城県笠間市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

12,000千円
（6,000千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業 事業分野（大項目） 豊かな生活環境分野

目的・効果
買い物施設や行政機関へのアクセスに距離のある市の周辺地域において、郵便局や駅といった既存ストックの空きスペースを活用し、地
域交流の場として買い物支援、行政を含む生活課題の相談対応ができる拠点の整備を図ることで、周辺部での生活の持続性の確保
に向けた実証とサービス実装に取り組む。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
郵便局や駅等の既存ストックの空きスペースを活用し、地域交流の場
として整備しながら、複数の買い物支援（既存の物流網や窓口と既
存の民間サービスと組み合わせることによる必要な生活サービスの提
供）と住民の生活課題の相談を受け行政を含む必要なサービスにつ
なぐ相談体制の構築

【ソフト事業】
・買い物支援サービスの実証実装（委託料等）4,100千円
・相談受付サービスの提供（委託料等）1,150千円
・地域交流拠点としての備品整備（委託料等）750千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①周辺地域の人口減少の抑制（＋24人）
②整備拠点の利用件数（＋2,940件）
③整備拠点への生活相談件数（＋588件）
④生活に不便さや不安を感じている地域住民の減少率（+6％）
⑤買い物支援サービスの利用件数（＋1,764件）
⑥買い物に対して不便さや不安を感じている地域住民の減少率（+6％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.○○○（調整中）

事業概要：既存施設のスペース活用による生活応援拠点形成事業

拠点施設（郵便局、無人駅等）

地域交流拠点として活用

買い物支援策の展開 相談対応による不安解消

既存施設のスペース活用による生活応援拠点形成事業（イメージ）


